
19世紀イングランド農村における音の風景
──Moulton 教区教会を中心に──

大 嶋 渚

は じ め に

18-19世紀のイングランドにおいて，教区教会の鐘は，現在も続く日曜日の

礼拝の鐘や埋葬の鐘，結婚式の鐘のみならず，世俗の日々の時報を告げる鐘や

放火があったことを知らせる火事の鐘，収穫の鐘，収穫後の落穂拾いの鐘な

ど，その種類は様々であったことが知られている。19世紀末，教区教会の鐘

に関する詳細な調査を行った Thomas North が指摘するように，当時のイン

グランドでは，大都市のみならず，地方の小さな農村に至るまで，教区教会が

人々の「日々のほとんど全ての行事」と密接に関わり（1），教区教会を基盤と

した地域住民に宗教的・世俗的イベントや慣習を告知し，その人々の日々の生

活のリズムを刻んでいたのであった。

本論は，中部イングランドのノーサンプトンシャーに位置する Moulton 教

区を中心に，様々な鐘の使用・用途について分析し，その地域の鐘を介した

様々な慣習のあり方，農村社会において鐘が鳴らされる意味について考察しよ

うとするものである。

最初に，イングランド教区教会の鐘について，その導入時期や教会の鐘に関

する研究史について簡単にみていきたい。イングランドの場合，尊者ベーダの

記述によれば，7世紀末に教会の鐘が導入された（2）。当初は，大修道院でしか
────────────
⑴ Thomas North, English Bells and Bell Lore : A Book On Bells（1888）.
⑵ R. マリー・シェーファー（鳥越けい子他訳）『世界の調律：サウンドスケープと↗
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鐘は使用されていなかったが，10世紀の前半までには教会の鐘が一般的とな

り，鐘楼（bell towers）の中に鐘が取り付けられるようになっていった（3）。

以後，教会の鐘は「最も聖なる信号音」（4）として人々の生活と深く結びつき，

「人と人を結びつける通信手段」（5）として大きな役割を果たすようになってい

ったのである。こうした教区教会の鐘の調査，研究が本格的になされるように

なるのは 19世紀前半以後のことである。1830年代にオックスフォード大学

を中心に起こったイギリス国教会の信仰復興運動であるオックスフォード運動

（the Oxford Movement, 1833-1845）の影響を受けた人たちの中から，大聖

堂や教会の建造物に対する新たな畏敬の念と興味関心が高まり，その神聖な建

築物と芸術への注意深い研究が生まれていった。そして大聖堂や教会の中にあ

る真鍮製の記念碑などに対する興味関心から，やがて，教会の頭上高くにかか

っている教会の鐘もその注目を集めることとなり，鐘学（campanology）と呼

ばれる，鐘に関する包括的，総合的な研究が盛んになされるようになっていっ

たのである（6）。1848年に Alfred Gatty が出版した『鐘：その起源，歴史，

及び様々な使用』（The Bell : Its Origin, History, and Uses）や 1857年に

William C. Lukis 牧師が Wiltshire の教会の鐘を調査して出版した『鐘の話』

（An Account of Church Bells）が，現在の鐘学の始まりを画した研究書であ

る。以後，古物研究家の教区牧師や考古学関係の学会などの会員が各州の教会

の鐘の調査，研究を進め，19世紀半ばから 20世紀前半の時期に，イングラン

ドの 8つの州（北部の Northumberland, Durham, Westmorland，西部の

Cheshire, Hereford, Berkshire, Monmouth，南部の Isle of Wight）を除い

た 33の州で，何らかの鐘の調査が実施され，その研究書が出版されるまでに
────────────
↘ はなにか』平凡社，2006年，132頁；Gintautas Žal nas, “Cum Signo Cam-
panae. The Origin of the Bells in Europe and Their Early Spread”, Meno isto-
rija ir kritika/Art History & Criticism 8（2013）, p.67.

⑶ Sidney Joseph Madge, Moulton Church and Its Bell（London, 1895）, p.24.
⑷ シェーファー，前掲書，132頁。
⑸ 阿部謹也『中世の窓から』朝日新聞社，1981年，301頁。
⑹ Cecil Deeds & H. B. Walters, The Church Bells of Essex : Their Founders, In-
scriptions, Traditions, and Users（Aberdeen, 1909）, p.3.

６４ 19世紀イングランド農村における音の風景



なる（7）。

これらの鐘学の本は，鳴鐘法を記した本を除けば，大きく二つに分類でき

る。一つは，Lukis 牧師の『鐘の話』を初めとする，主にイングランドの州を

単位として，各地の教会の鐘を調査，研究したもので，大半のものはこれに属

すると言える。もう一つは，イングランドの教会の鐘の歴史とその使用法をど

ちらかと言えば，巨視的に概説したもので，Gatty のものも含め，以下のもの

が，その代表的なものである。

1. Thomas North, English Bells and Bell Lore（1888）

2. Henry Beauchamp Walters, The Church Bells of England（1912）

各州の教会の鐘を調査したものは，どちらかと言えば，鐘の鋳造年や鋳造者，

鐘に刻まれた銘の調査に力が注がれており，その使用については簡潔な記述で

終わっている。一方，概説書の方は，鐘の機能や使用法を広く網羅的に解説し

ているが，その具体的な鳴らし方等に関しては，それほど詳しいものとはなっ

ていない。

ある特定の教区教会の鐘の起源から現代に至るまでの歴史的変遷を跡付ける

とともに，その使用法を調査，研究したものはごく少ないのが現状である。そ

うした中にあって，Sidney Joseph Madge（1874-1961）が 1895に出版した

Moulton Church and Its Bell（1895）は，簡便ながら，Moulton という村の

教区教会の歴史とその鐘の使用について，教会の設立時まで遡って調査，研究

した本で，貴重な史料と言える（8）。
────────────
⑺ Deeds & Walters, op.cit., pp.xii-xv ; Cambridge University Guild of Change
Ringers : Society : Library Index. Web. 1 May 2012. なお，19世紀のイングラ
ンの州については，G. E. ミンゲイ，E. L. ジョーンズ（亀山潔訳）『イギリス産業
革命期の農業問題』成文堂，1978年所収の「イギリスの州名地図」（147頁）を参
照。

⑻ Sydney Madge（1874-1961）は，Northampton and Oakham Architectural So-
ciety の会員で，グロースターシャーの歴史と遺物を扱った，年 4回発行の季刊雑
誌 Gloucestershire Notes and Queries の編集者であった，古物研究家である。 ↗
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本稿は，主としてこの史料に基づきながら，Moulton という特定の一教区

の教会の鐘の歴史とその鐘の使用法の分析を通して，イングランドの一農村に

おける教区教会の鐘の成立過程及びその鐘の機能と役割を考察し，教区教会の

鐘が紡ぎ出した農村の音の風景の一端を明らかにしようとするものである。

第 1章 Moulton 教会と鐘の歴史

Moulton 教区は，イングランドの East Midlands にあるノーサンプトンシ

ャーの州都 Northampton の近く（Northampton から 4マイル以内）に位置

する大きな村である。現在はダヴェントリ地区（Daventry district）に所属し

ているが，かつては Moulton Park を含んだ Moulton and Moulton Park 教

区としてスペルホウ郡（Hundred of Spelhoe）に所属していた。Moulton

Park はその後，Moulton から分離し，Madge の本が出された 1895年にはす

でに別個の教区を形成していた（9）。Moulton 村の広さはおよそ 3,000エーカ

ー，Moulton Park の広さは約 450エーカーで，スペルホウ郡で一番大きな教

区をなしていた。Moulton Park が分離して Moulton だけで教区をなすよう

になっても，大きい方の教区であったといえる（10）。1701年の Moulton 教区

の人口は 450名であったが，その後次第に増えて，19世半ば，1861年には

1,848名になるが，その後は次第に減少し，Madge の本が出版された 1890年

代の初頭，1891年には 1,382名となっていた（11）。

────────────
↘ この本の他にも，Moulton の様々な歴史的記録や史料を調査，研究した The Reg-
isters of Moulton, Northamptonshire（London, 1903）や Materials for a His-
tory of Moulton（London, 1903）という本などを出版している。

⑼ A History of the County of Northampton : Volume 4（1937）, pp.63-64.
⑽ Madge, op.cit., pp.15-16. また，Moulton の村は，Baptist Missionary Society
（1793年）の創設者で，インドへの宣教師として有名な William Carey（1761-
1834）の生まれ故郷として有名である。彼の名前を冠した Carey Baptist Church
が存在する。

⑾ Ibid., p.15.
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（1）7世紀～14世紀初頭：聖ペトロ教会の設立と鐘の導入時期

この Moulton の村の教区教会の起源は遠くサクソン時代にまで遡る。7世

紀初頭（12），海抜 340メートルの丘の上に，聖ペトロに捧げられた小さな木造

の教会が Moulton に建てられた（一番目の教会）。10世紀の初め，このサク

ソン時代の教会はデーン人たちによって攻略されて焼失したが，その場所に再

建され（二番目の教会），通常の ‘lytel hande bell’（小さな振鈴）に加え，その

小塔（turret）に小さな鐘が 1つ取り付けられていたことがわかっている（13）。

1017年にも同様の運命を辿って焼失したが，また別の教会（三番目の教会）

が再建され，その教会のかなりの部分が現存していると言われている（14）。

続く 11世紀の間，Moulton 教会には少なくとも一つの教会の鐘があり，12

世紀初めころにもう一つの鐘（おそらく荘園領主の贈り物の鐘）が加えられて

いった。

（2）11世紀後半～14世紀：vicar の任命，聖ペトロと聖パウロ教会の成立

ノルマン・コンクェスト後の 1084年，ノルマン人の Grimbald が，North-

ampton にある修道院 St Andrew’s Priory に，“Multon”の教会（すなわち

三番目の教会）と十分の一税を与え，以後，この Grimbald の後継者たちや

その後の所有者たちがそのことを認めていくことになる。1209年には司祭職

（vicarage）が主教の Wells（Bishop Wells）の指示によって与えられ，以後，

連綿と vicar（教区司祭）が任命されていくことになる（15）。

「貴族戦争」（‘Barons’ War［1264-67］）が原因でひどく荒廃していた
────────────
⑿ Moulton の教会にいつ頃鐘が導入されたかは不明であるが，イングランドに教会
の鐘が導入されるのは既に述べたように 7世紀末である。鐘が導入される前には，
キリスト教徒たちを礼拝に招集するために二つの方法が用いられていた。一つは
‘runners’（走り使い）によるもの。もう一つは ‘sacred boards’（聖なる板）を叩
いて鳴らす方法である。7世紀初頭に立てられた一番最初の教会にはいかなる鐘も
なく，runners や sacred boards を使用して人々を礼拝に招集していたと考えら
れている。

⒀ Ibid., p.24.
⒁ Ibid., pp.19-20.
⒂ Ibid., p.20.
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Moulton 教会は，リンカーン主教 Oliver Sutton の 1298年の命令により，当

時の vicar であった Robert de Botelbridge のもとで，鐘楼と教会が再建さ

れ，南側に美しい側廊が付け加えられた。そしてこのとき，その再建された教

会は聖パウロに捧げられた（16）。そもそも，この教会が 7世紀に初めて建てら

れたとき，聖ペテロに捧げられていたので，以後，St. Peter and St. Paul

（聖ペテロと聖パウロ）教会というのが，Moulton 教会の正式の教会名とな

り，現在に至っている。14世紀後半に南の玄関が付け加えられ，明かり層

（clerestory）も建てられ，塔，側廊，南玄関，明かり層が備わった，現在の

教会に近い形が出来上がったことになった（17）。

（3）15世紀以降：6つの鐘と鐘銘

15世紀の前半，1422年頃に，新しい優雅な鐘楼（belfry）が古い鐘楼の上

に作られ，この塔は，上から尖塔，新しい鐘楼，古い鐘楼，時計室（clock

room），その時計室の真下に鐘鳴室（ringing-room）がある構造をもち，尖塔

（1645年頃にその尖塔は取り除かれることになる）を除いて，現在の塔と同じ

ものが完成したことになる。1450年から 1540年の間に，新しい二個の鐘が，

すでにあった 4つの鐘に加えられ，塔の中の鐘は合計 6個となる（18）。1552年

に Moulton を訪れた，教会関係の様々な調査等を行う委員の報告によると，

サンクタスの鐘（the Sanctus［三聖唱（聖餐式の賛美歌）］を唱えるときに

鳴らされる鐘）が 1つ，他の鐘が 4つ，Mote-bell（モウト・ベル；人を会議

の場所へ招集する鐘））が 1つである（19）。興味深いことに，その Mote-bell は

Moulton の住民たちが購入し，それを教会の鐘とは別に，特別に Mote-bell

として設置したもので，この鐘は教会ではなく，Moulton の教区民に属して

いたのだった（20）。
────────────
⒃ Ibid., p.21.
⒄ Ibid., p.22.
⒅ Ibid., p.26.
⒆ Ibid., p.28.
⒇ Ibid., p.29.
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その後，サンクタスの鐘が処分されてしまい，1700頃には 5つの鐘があっ

たことが分かっている。その treble と second の鐘の日付は不明であるが，

third と fourth の鐘は 1664年，tenor の鐘は大変古く 1216-1272年の日付で

あった。

18世紀末の 1795年に，これら 5つの鐘は Leicester の Mr. Edward Ar-

nold の鋳造所で 6個の鐘に鋳造し直されることになる。5個の鐘を 6個に鋳

造し直したので，当然その 6個の鐘は，古い鐘と比べて，各鐘がより小ぶり

で軽い鐘になっている。鐘は重くて大きなものになるほど，音が低い鐘となる

ので，昔の鐘は新しい鐘よりも全体的に低い音程の鐘であったと思われるが，

どの程度低かったかは不明である。ただし，新しい 6個の鐘に関しては，そ

れぞれ，treble が D（レ），second が C（ド），third が B♭（シのフラッ

ト），fourth が A（ラ），fifth が G（ソ），tenor が F（ファ）の音程を持つ鐘

であることが分かっている。

なお，教会の鐘には，何らかの銘（inscription）が刻まれており，その銘を

研究するのが鐘学の主要な 1分野となっている。Moulton Church の新しい 6

個の鐘にも，当然，銘が刻まれているが，それらの銘のうち，4つの鐘の銘

は，牧師の名前や鐘の重量，直径等が記されたもので，ごくありふれたものと

言えるが，残り 2つ鐘の銘はそれらとは異なり，注目に値する。1つは treble

の鐘の銘で，「すべては神の栄光のためになされるべし」（OMNIA FIANT

AD GLORIAM DEI ; Let all be done to the glory of God.）というものであ

る。このモットーは，この Moulton の treble の鐘以前にも，ノーサンプトン

シャーの他の 23の教会の鐘に見られる銘文で，その意味ではかなり伝統的な

銘であったと言える。

もう一つは，tenor の鐘の銘で，「我は生者を教会へ呼び，／すべての者を

墓へ召喚する」（I TO THE CHURCH THE LIVING/CALL AND TO THE

GRAVE DO SUMMONS ALL）というものである。ノーサンプトンシャーの

他の 13の教会の tenor にも同様のモットーが記されているので，これもかな

り伝統的な銘であったと言える。ただし，このモットーを見ると，この
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treble の鐘は教会の礼拝を知らせて信者を招集する鐘であるとともに，葬式

の鐘であったと思われるが，Moulton で実際に使用されたのは，後ほど見る

ように，もっぱら葬式の鐘としてであった。

第 2章 様々な鐘の使用と習俗─音の暦
（平日の鐘・日曜の礼拝の鐘）

教会の鐘には tolling, chiming, round などと呼ばれる鳴らし方がある。

tolling は 1つの鐘だけを鳴らす単調な鳴鐘法，round は treble（一番高い音

を出す鐘）から tenor（一番低い音を出す鐘）まで鐘を下降音階的に順に鳴ら

す鳴鐘法，chiming は数個の組み鐘を階調的に鳴らす鳴鐘法である。

19世紀末の Moulton 教会では，6個の鐘をすべて使った chiming は，毎

日曜日の晩祷（evening service/evening song）の始まる直前と 3月 25日の

お告げの祝日（Lady Day）に，それぞれ特有のメロディーを奏でながら，鳴

らされていたことがわかっている。後者のお告げの祝日の鐘は，1895年から

遡って数年前に鳴らすのが中止されている。後ほど見るように，Moulton 教

区では過去に鳴らされていた鐘が次第に廃止されていき，19世紀末には教会

の祭日の鐘を除けば，日々の労働と消灯の鐘，日曜の礼拝の鐘と葬式の鐘がそ

の主な役目となっていた。以下，Moulton 教会の鐘が実際にどのように使用

され，鳴らされていたのかを，さらに詳しく，平日（日々）の鐘，日曜（礼

拝）の鐘，弔鐘の鐘，農作業の鐘，に分けて見ていくこととする（21）。

────────────
21 Madge, op.cit., pp.48-52. なお，Madge（1895）の本では，付録として「鐘の使用
法一覧」（p.60）が付いているが，その表の記述には，本文でなされている鐘の使
用法の説明（pp.49-51）と矛盾する箇所がある。「鐘の使用法一覧」の表は，付録
としてつけられているもので，本文の記述を表に整理したものと見なせる。それゆ
え，おそらく，本文の記述が正しく，「鐘の使用法一覧」の記述の方が間違ってい
ると思われる。本論の記述は本文の説明に基づいている。
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（1）平日（日々）の鐘──世俗の時間を告知する鐘

Moulton では一日 3回，世俗の時間，すなわち，朝の仕事の開始，昼食，

夜の消灯（就寝）の時刻を知らせるために鐘が鳴らされていた。朝の鐘は鳴ら

される時刻は季節によって異なり，大きく 3つの時間に分けられている。収

穫の時期を除く 3月 20日から 9月 22日までの期間，春と夏の鐘（spring

and summer bell）として，朝 5時に鳴らされた。収穫期（1893年の例では，

7月 31日から約 5週間の期間）には，収穫の鐘（harvest bell）として，朝 4

時に鳴らされており，9月 23日から 3月 19日までは，秋と冬の鐘（autumn

and winter bell）として，朝 6時に鳴らされた。

昼と夜の鐘は，季節に関係なく，常に正午と午後 8時に鳴らされている。

これらの平日の鐘はいずれも tolling で鳴らされている。朝の鐘は第 3の鐘が

使用され，昼の正午の鐘（noonday bell）には第 3ないし第 2の鐘が，夜の 8

時の消灯の鐘（curfew bell）には第 5の鐘が使用されている。つまり，朝や

昼の時間に鳴らされる鐘は比較的高い音程の，快活さや活動性を暗示・喚起す

る鐘が使用され，夜の消灯の鐘は比較的低い音程の，落ち着きや非活動性を暗

示・喚起する鐘が使用されているのであり，鳴らされる鐘の種類とそれが告知

する内容との間に，象徴的ないし共感覚的な相関性が見て取れるようである。

平日の鐘は，日曜日には鳴らされず，礼拝の鐘にとって代わられることにな

るが，夜の鐘だけは土曜日にも鳴らされないことになっている。この点に関し

ては，Mudge は「奇妙にも，遠い遠い昔から消灯の鐘は土曜日にも日曜日に

も鳴らされてこなかった」と指摘するだけにとどめているが（22），教会暦では

各日の起算は日没を持ってするので，土曜の晩は，日曜日のイヴ（前夜）とし

て，すでに平日とは見なされていなかったためではないかと思われる。

なお，消灯の鐘は，そもそもウィリアム征服王（イングランド王 1066-87）

によって午後 8時に鳴らすことが制定された，大変古い歴史を持つ慣習であ

る（23）。一方，朝，正午，夕方に鳴らされた世俗の鐘は，中世の時代，14世紀
────────────
22 Madge, op.cit., p.50.
23 シェーファー，前掲書，145頁。なお，North によれば，アルフレッド王（849-↗
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に導入されたアンジェラスの鐘（アヴェ・マリアの鐘）の名残だと言われてい

る。宗教改革後，そのアンジェラスの鐘が世俗化して存続し，労働の開始と正

午と労働の終了という世俗の時間を告知する鐘となっていったのだった。アン

ジェラスの鐘は午前 6時と正午と午後 6時に鳴らされ，消灯の鐘は，夕べの

アンジェラスの鐘よりも 2～3時間遅い午後 7時か 8時に鳴らされていた（24）。

まさに Moulton 教区の朝と正午の鐘はアンジェラスの鐘の，夜の消灯の鐘

は，文字通り，一番古い歴史をもつ鐘の一つである消灯の鐘の生き残りと見な

せるものであり，いずれも宗教改革以前にその起源を有する，長い歴史と伝統

を誇る鐘であったと言える。

（2）日曜（礼拝）の鐘とその他宗教的な鐘

教会が鳴らす鐘は，言うまでもなく専ら宗教的な意味合いを持つものが多

い。日曜日には日々の世俗の鐘は鳴らされず，専ら礼拝のための宗教的な鐘が

鳴らされている。

朝祷（Matins）の時間に説教がなされる時には，そのことを知らせる早朝

の鐘（Early Morning Bell）が午前 7時に第 2の鐘を使って tolling で鳴らさ

れる。それから 1時間して，第 2の朝の鐘（Second Morning Bell）が第 3と

第 4の鐘を使って chiming で 15分間鳴らされるが，この鐘が一体何のため

に鳴らされるのかはよくわかっていない。続いて，朝祷のための鐘が chim-

ing で 10時 15分から 10時 40分まで鳴らされ，その後，treble の鐘が

ringing-in として 5分間鳴らされる。ringing-in とは，礼拝を知らせる chim-

ing の鐘の最後に，礼拝がまさに始まろうとしていることを知らせるために鳴

らされる鐘のことである。そして礼拝の終わりの祝祷（Benediction）が挙げ

られるやいなや，第 2の鐘が鳴らされ，村人たちに朝祷の終了が知らされる。

午後の礼拝がなされるときには，そのことを知らせる説教の鐘（Sermon

────────────
↘ 99）が，いち早く，ウィリアム征服王よりに先んじて，Oxford の Corfax におい
て消灯の鐘の使用を命じたらしい（North［1888］, op.cit., p.98）。

24 H. B. Walters, Church Bells of England（London, 1912）, p.148.
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Bell）が第 3と第 4の鐘の chiming で鳴らされる。続いて，午後の礼拝のた

めの鐘が午後 2時 30分から 2時 55分まで chining で鳴らされ，その後，朝

祷のときと同様に，treble の鐘が ringing-in として 5分間鳴らされる。冬の

時期，毎日曜日に行われていた午後の礼拝は，1885年以後廃止されている。

午後 4時に，晩祷で説教が行われることを伝える「説教の鐘」が第 3と第 4

の鐘の chiming で約 15分間鳴らされる。続いて，晩祷（Evensong）のため

の鐘が午後 5時 30分から午後 5時 55分まで chiming で鐘が鳴らされる。そ

の後，treble の鐘が ringing-in として 5分間鳴らされるが，chiming で鳴ら

されることもある。

このように，Moulton 教区では，朝祷，午後の礼拝，晩祷の三つの礼拝が

行われていた 1884年までは，午前 7時から午後 6時までの間に，およそ 1～

2時間おきに計 8回，ほぼ毎回 15分から 30分にわたって chiming（ただし

ringing-in は treble の tolling）で鐘が鳴らされていたことになる。日曜日に

は，朝から夕方にかけて，教区民はひっきりなしに教会の鐘を耳にしていたと

言ってよいであろう。午後の礼拝が廃止された 1885年以降でも，朝祷と晩祷

に関わる鐘が計 6回，平日の鐘の二倍の回数の鐘が鳴らされていたのである。

次に，教会暦と関連する「教会の祭日の鐘」に関しては，Madge は「一日

中，陽気な鐘の音が鳴らされて祝われる」と述べているだけである。鐘学の研

究者 Thomas North は，教会の祭日の鐘として，Christmas-Peals（キリス

ト降臨祭の鐘），Lent Ringing（四旬節の鐘），Black Monday（復活後月曜日

の鐘）など全部で 15のものを挙げている（25）。Moulton 教会でこれらの祭日

の鐘がすべて，Mudge が指摘しているように「陽気な鐘の音で祝われて」い

たのかどうか，詳しいことは分かっていないが，興味深い一例として，大晦日

の鐘が挙げられる。午後 11時 30分に黙鐘（dumb peal）が鳴らされはじめ，
────────────
25 North, op.cit., pp.141-150；チャールズ・カイトリー（渋谷勉訳）『イギリス祭事
・民俗事典』，大修館書店，1992年，298頁。なお，North によれば，降臨節の
鐘，キリスト降誕祭の鐘，キリスト割礼祭の鐘，復活祭の鐘は 19世紀末のイング
ランドで広く鳴らされていたということである。少なくともそれら 4つの鐘は
Moulton においても鳴らされていたと考えて良いであろう。
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その鐘が 30分間続く。12時になると，ゆっくりと 12連打の鐘が弔いの鐘

（Death Bell ; tenor）で鳴らされる。その弔いの鐘の最後の音がまさに消え

ようとするとき，すべての鐘が突然，静かで澄んだ空気中に鳴り響く。古い年

の死を厳かに黙鐘で送り，新年の誕生を全ての鐘の chiming で寿いで迎える

わけである。教会の鐘が新旧の年の交代を劇的に表現し，教区民に暦上の節目

を印象深く告知している（26）。

第 3章 弔鐘と農作業の鐘

（1）弔鐘の鐘

日々の世俗の鐘と日曜の礼拝の鐘の他に，注目すべき鐘の使用として，弔鐘

の鐘がある。日曜日の鐘と同様，これは教会が関わる宗教的鐘の一種である。

Moulton 教会では 5種類の弔鐘が鳴らされていた。

埋葬式予告の鐘（Winding Bell）は，正午の鐘の直後に tolling で鳴らされ

て，その日の午後に葬式が行われることを告知する鐘である。treble の鐘が

使用されている。

人が亡くなると，弔いの鐘（Death Knell）が tenor で数分間 tolling で鳴

らされ，その死を告知する。その後しばらくしてから，死者の性別が，男性の

場合は tenor の鐘の 3連打を 3回，女性の場合は 2連打を 3回打って知らさ

れる。子どもの場合は，小児の弔いの鐘（Infant’s Death Knell）として，

tenor より音程が高い第 3の鐘が使用されるが，性別は大人と同じようにして

知らされている。

────────────
26 Madge の本では，結婚式を祝う鐘への言及が見いだされない。20世紀初頭に出版
された Walters の鐘学の本では，「当然のことながら，今と同様，結婚式に鐘が鳴
らされていた。以前は遙かにずっとそれが一般的であったが，今は，依頼により，
しかも鐘の鳴らし手にお金を払ったときにだけ鳴らされる」（Walters, op.cit.,
p.152）という説明がなされている。依頼によるにせよよらないにせよ，19世紀末
の Moulton でも結婚式のときに鐘が鳴らされることがあったはずである。おそら
く Madge の記載漏れであろう。
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埋葬式では，葬式の鐘（Funerals）が tenor で 15分から 20分間鳴らされ，

その後，葬列が家を出発することになっている瞬間に，その鐘が「起こされ

て」（raised；鐘の開口部を真上に向けて）鳴らされる。Madge によれば，こ

のように葬列が出発するときに鐘が「起こされ」るのは，Moulton 特有のも

ので，著述家たちの間で頻繁に引用されたそうである（27）。

上述の埋葬式予告の鐘と弔いの鐘，小児の弔いの鐘，葬式の鐘以外に，黙鐘

（Dumb Peals）が鳴らされている。黙鐘とは，鐘の舌（tongue）にマフラー

をつけて音を弱めて鳴らされた鐘声のことである。Moulton では，黙鐘は著

名人や鐘の鳴らし手がなくなったときに鳴らされていた。North によれば，

黙鐘は埋葬式の後，埋葬式のあった日の晩などに鳴らされていたということで

あるが，Moulton では，黙鐘が具体的にどの時刻に鳴らされていたかは不明

である（28）。

ところで，弔いの鐘は一般に臨終の鐘（Passing Bell）とも称されるが，厳

密な意味での臨終の鐘は，臨終の床にある病人のために祈るように人々を促

し，また，司祭には直ちに病床に赴いて臨終の秘跡（Last Rites）を施すよう

に告げるための鐘のことを指す。また，この臨終の鐘は，俗間では，病人の魂

が肉体から遊離する瞬間に飛びつこうと待ち構えている悪魔を怖がらせて追い

払うために鳴らされる鐘と信じられていた（29）。この点において，この臨終の

鐘は教会の鐘がもつ二つの機能──信者達の注意を引きつける求心的機能と悪

魔を追い払う遠心的機能──を典型的に示す鐘であったと言える（30）。臨終の

床にあった病人が亡くなると，弔いの鐘が鳴らされ，人々は病人の死を知ると

共に，その死者の霊のために祈るのが習わしであった。しかし，宗教改革期

に，死者のために祈ることは「愚かで迷信的な弊習である」と見なすプロテス

────────────
27 Madge, op.cit., pp.51-52.
28 Madge, op.cit., p.52 ; Thomas North, The Chruch Bells of Northamptonshire, :
Their Inscriptions, Traditions, and Peculiar Uses, with Chapters on Bells and
the Northants Bell Founders（1878）, pp.136-137.

29 カイトリー，前掲書，298頁。
30 シェーファー，前掲書，355頁。

７５19世紀イングランド農村における音の風景



タントによって弔いの鐘は重んじられなくなっていったが，その鐘は廃止され

ることなく存続し，その数を急速に減少させながらも現在に至っている。現存

しているこの鐘は弔いの鐘であるが，今日では一般に臨終の鐘とも呼ばれてい

るのである（31）。

弔いの鐘で，死者の性別や年齢を知らせる鳴鐘は訃音（tellers）と称されて

いる。Moulton では，すでに述べたように，男性が 3連打を 3回，つまり 3

×3回，女性の場合は 2連打を 3回，つまり 2×3回，tenor の鐘を鳴らして

その性別が告げられているが，同じノーサンプトンシャーの他の教区，例え

ば，Mears Ashby 教区や Marston S. Lawrence 教区，Milton Malsor 教区

では，男性と女性に関しては，Moulton と同じ訃音が鳴らされている。一方，

Moreton Pinkey 教区や Lowick 教区，Lutton 教区，Maxey 教区では，男性

の場合は 3回，女性の場合は 2回の tolling という，より簡略な形で，訃音で

鳴らされている（32）。

Moulton の訃音は性別を告げるものであったが，地域によっては故人の性

別だけでなく，年齢も告げる訃音が鳴らされていた。例えば，バッキンガムシ

ャーの Marsworth では，訃音は男性の場合は 3×3回，女性の場合は 2×3回

鳴らされるが，その際，5歳以下の子どもの場合は treble の鐘が，6歳から

13歳までの子どもの場合は 2番目の鐘，14歳以上の若者の場合は 3番目の鐘

が，大人の場合は 4番目の鐘が使用されている（33）。つまり，訃音に使用され

る鐘の種類によって故人の年齢が告げられたのである。この場合，年齢が下が

るにつれて，順次，より音程の低い鐘が使用されている点は注目に値する。

Marsworth のようにかなり細かに年齢を区別して鳴らす場合であれ，Moul-

ton 教区のように大きく大人と子どもを区別して鳴らす場合であれ，いずれ

────────────
31 カイトリー，前掲書，298頁。
32 North によれば，男性の場合は，「三位一体」を称えて，tenor を 3回鳴らし，女

性の場合には，「ある一人の女性から生まれた我らの救世主」を称えて，tenor を
2回鳴らされるのが一般的であったと言われている（North,［1878］, p.122）。

33 Alfred Heneage Cocks, The Church Bells of Buckinghamshire : Their Inscrip-
tions, Founders, Uses and Traditions, etc.（London, 1897）p.519.
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も，年齢の若い方に音程の高い鐘が使用され，年配者には音程の低い鐘が使用

されている。故人の年齢とそれを伝えるために使用される鐘の種類の間には，

平日の鐘（朝と昼と夜の鐘）におけるのと同様の，象徴的ないし共感覚的な相

関性を認めることができるようである。さらにノーフォークの Marsham で

は，訃音として鳴らされる鐘の回数によって，大人と子ども，性別，未婚か既

婚かが区別されていた。少年は 3回，少女は 4回，未婚女性は 6回，既婚女

性は 7回，独身男性は 8回，既婚男性は 9回鳴らされるのである（34）。じつに

地域によって様々な訃音の鳴らし方が規定され，故人に関する様々な情報が教

会の鐘を通して教区民に伝えられていたのである。

（2）収穫の鐘・落穂拾いの鐘

鐘の種類を極めて大まかに分類すると，宗教的な鐘，日常的な鐘，その他の

鐘に分けられる。その他の鐘には，古い時代からその記録が残されている，特

定の会議やその他教区民が集まる必要があるときに，人々を召集するために鳴

らされる Mote-bell，かつては多くの都市で鳴らされていた，市場での販売開

始の時刻を知らせる Market Bell，火事を知らせる Fire Bell などがある。こ

こでは，農村社会の農事暦と関連して鳴らされていた収穫作業を告げる収穫の

鐘，および慣習として広く行われていた落穂拾いの開始と終了の時刻を知らせ

ていた落穂拾いの鐘を中心にみていきたい。

収穫の鐘は，収穫作業という労働の開始と終了を告げる鐘であり，その労働

は通常夜明けとともに始められ，日没と共に終了されるものであった。収穫の

鐘は，北部のヨークシャーの Driffield では朝の 5時と夕方 7時に（35），イー

スト・ミッドランズのリンカーンシャーの Barrow-on-Humber では明け方と

────────────
34 Walters, op.cit., p.15.
35 William Andrews, Curious Church Custome and Cognate Subjects（London,
1895）, p.46 ; David Hoseason Morgan, Harvesters and Harvesting 1840-1900 :
A Study of the Rural Proletariat.（London, 1982）, p.158 ; Notes and Queries,
（Nov.3, 1860）, p.356.
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日没頃に鳴らされていた（36）。

Moulton ではすでに見たように朝の鐘をして，収穫作業の開始を告げる鐘

だけが鳴らされ，その作業の終了を告げる鐘は鳴らされていなかったことにな

る。収穫の鐘で，注目すべきはその収穫期の鐘が他の季節の鐘よりもずっと早

く鳴らされている点であろう。おそらく，小麦は脱粒性が高く，収穫作業はで

きるだけ短期間に迅速に行う必要があったため，他の季節よりも早く鳴らされ

ていたのであろう。同じノーサンプトンシャーにある Walgrave, Spratten,

Wellingborough においても収穫の鐘が鳴らされていたことが知られている。

Moulton と同様，いずれも朝 4時に鳴らされているが，収穫作業の終了を告

げる鐘は鳴らされていない。なお，Walgrave は 1878年の時点で収穫の鐘は

依然として鳴らされていたが，Spratten では 1848年頃にその鐘は鳴らされ

なくなり，Wellingborough でも廃止された時期は不明であるが，1878年の

時点ではすでに鳴らされなくなっていた。

19世紀末，ノーサンプトンシャーで収穫の鐘が鳴らされていたのは Moul-

ton と Walgrave の 2教区だけだったようである。興味深いことに，Moulton

を含め，収穫の鐘が鳴らされていた他の教区においても，次のような慣習があ

ったのかどうかは不明であるが（37），少なくとも Wellingborough では，一部

の農場において，収穫の鐘が鳴る前に到着した労働者に 1パイントのビール

をふるまう慣習があったという記録が残されている。18世紀末以降，都市部

では工業生産へ移行するに伴い，労働における「時間の厳密さ」や「時間の管

理」が問題となっていたと言われている（38）。Wellingborough の例は，鐘を

用い，ビールをふるまうことで正確に労働時間を規制しようとする，いわゆる

「時は金なり」という考え方が，都市部のみならず，農村社会においても浸透

────────────
36 North（1888）, pp.174-175.
37 North（1878）, pp.152, 400, 427, 438.
38 ゲルハルト・ドールン‐ファン・ロッスム（藤田幸一郎他訳）『時間の歴史』大月
書店，1999年：ジャック・アタリ（蔵持不三也訳）『時間の歴史』原書房，1986
年。
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しつつあったことを示唆するものであろう。

落穂拾いの鐘は，Walters によれば，多くの教区で，収穫期の間，午前中の

み，あるいは午前中と夕方の両方に鳴らされていた。鳴らされる時間は，一般

的に午前 8時と午後 6時であるが，時折，午前 6時か 7時，午後 5時か 7時

に鳴らされた。この鐘は，落穂拾いの開始と終了すべき時間を告げるためだけ

ではなく，すべての人たちに公平な分け前を確保する役割を果たすために鳴ら

されていたと言われている。

イングランド全域でみると，サフォークの Theberton，ノーサンプトンシ

ャーの Moulton，ハートフォードシャーの Codicote では，それぞれ，1815

年から 1849年，1846年から 1852年，1828年から 1895年まで鳴らさ

れ（39），ヨークシャーの Driffield（40）とバッキンガムシャーの Olney（41）では

1840年代半ばころから落ち穂拾いの鐘が鳴らされ始め，19世紀末頃までには

中止されていることが確認されている。

ノーサンプトンシャーの場合，落穂拾いの鐘は，Moulton 以外では，Gret-

ton, Slipton や Staverton など多くの地域で鳴らされていたことが知られてい

る。鳴らされる時間帯は前述のとおりであるが，Whittering では，落穂拾い

の鐘は鳴らされず，一人の女性がハンドベルを鳴らすことで落穂拾いの開始を

告知しており，必ずしも教会の鐘が使用されるものではなかった。

いずれにしても，「公平な開始」（a fair start）を保証しただけでなく，そ

の終了時刻も管理して，落ち穂を拾う「公平な機会」（a fair chance）と「公

平な分け前」（a fair share）を保証しようとしたものだったのである（42）。こ

の鐘の合図は，ウォーリックシャーでは「最も厳格に守られるべき暗黙のルー
────────────
39 Henry Montagu Doughty, Chronicles of Theberton（London, 1910）, pp.234-
235 ; Madge, op.cit., pp.52-53 ; Doris Jones-Baker, The Folklore of Hertford-
shire（London, 1977）p.160.

40 Notes and Queries（Nov.3, 1860）, p.356.
41 Cocks, op.cit., p.543.
42 Stephen Hussey,“‘The Last Survivor of an Ancient Race’ : The Changing Face
of Essex Gleaning,”Agricultural History Review 45（1997）, p.64 ; Essex Re-
view, vol.34（1925）, p.107.
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ル」（the most strictly observed unwritten law）（43）であり，エセックスでは

その鐘の合図を守ることは「名誉に関わる問題」（a point of honour）（44）であ

った。この鐘の合図は落ち穂拾い人が何よりも守るべきルールだったのであ

り，このルールの違反者には，他の落ち穂拾い人から制裁が加えられた。例え

ば，ケンブリッジシャーではその鐘が鳴らされる前に落ち穂拾いを始めた女性

は，彼女が集めた落ち穂を取りあげられて地面にばらまかれるという制裁を受

けている（45）。

当時のイングランド農村社会は，ファーマーや地主の「一般的福祉」の見返

りとして，労働者が恭順的な態度を示す，そうした「相互取引」によって成立

している「契約社会」であったと言われている。そして「慣習」こそ，その

「契約関係」の中心となるものであり，この時期の農村社会は「慣習社会」

（customary society）であったとされている（46）。しかし同時にこの時期は，

第二次エンクロージャーにみられるように，農村における様々な慣習が次第に

否定されていく時代でもあった。そうした時代のなかで登場した落穂拾いの鐘

は，その慣習の存続を図るために時間を明確に規定し，落穂拾い人たちにその

規定の遵守を要求したのである。その意味で，農村社会における鐘による慣習

の厳密な規制は，一面においてこの時期の農村社会の変容を象徴するものであ

ったと言えるだろう。

以上見てきたように，Moulton では，教会の鐘が，日々の時刻や日曜の礼

拝の時刻，さらには，農事暦や教会暦の時を教区民に告げる役割を担い，教会
アクースティック・カレンダー

の鐘はいわゆるその教区の 音 の 暦 を作り上げていたと言えよう。その暦

────────────
43 Roy Palmer, The Folklore of Warwickshire（London : B. T. Batsford, 1976）,
p.49.

44 Essex Review, vol.34（1925）, p.108.
45 Bob Bushaway,“Custom and Social Cohesion,”By Rite : Custom, Ceremony
and Community in England 1700-1880（London, 1982）, p.50.

46 R. W. Bushaway,“Rite, Legitimation and Community in Southern England
1700-1750 : The Ideology of Custom”in Barry Stapleton ed., Conflict and
Community in Southern England : Essays in the Social History of Rural and
Urban Labour from Medieval to Modern Times（New York, 1992）, p.114.
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は，世俗の暦と宗教的暦を統合した総合的な暦として，聴覚を通して教区民の

生活に最も広範に関わり，教区民の注意を広く喚起する求心的機能を果たして

いたのだった。なぜなら，「教区とは，教会の鐘の音が届く範囲内にその領域

を定められたひとつの音響空間」に他ならなかったからである（47）。

お わ り に

農村社会における教会の鐘は，Moulton 教会とその鐘の歴史の例が示すよ

うに，領主の寄進や教区民たちによる設置，あるいは鋳造の仕直し等の歴史的

過程を経て，次第にその数を増やしていったのだった。そして Moulton にお

いては，教会の鐘は，世俗の暦と宗教的暦に寄り添いながら，世俗の時間と宗

教的時間を村人に知らせる音の暦の役割を果たしていた。すなわち，平日の鐘

や日曜の礼拝の鐘，人が亡くなったときの弔鐘の鐘として，あるいは，教会の

祭日等を村人に告知する鐘として，村人たちの日々の生活と信仰の生活の時間

とリズムを刻んでいたのである。そしてその際，それぞれの時刻や行事等を告

げる鐘は，使用される鐘の音程，使用される鐘の数，鳴らされる時間の長さ，

鳴らされる速さ，鳴らされる音量，鳴らされるメロディーの有無，そしてその

メロディーの相違等，その鐘の鳴らされ方が，その機能に応じて，細かに規定

されていた。この細かに規定されて鳴らされていた様々な鐘の音が，Moulton

教区の主要な音の風景（soundscape）を作り上げていたのである。

農業の合理化と機械化が進展し，宗教の世俗化が進んだ結果，もはや農事暦

や教会暦が果たす役割は大幅に縮小していった。そのため，19世紀末の

Moulton でもその音の暦はかなり縮小したものとなっていた（48）。とはいえ，

その縮小された音の暦には，中世に起源を持つ消灯の鐘とアンジェラスの鐘が

────────────
47 シェーファー，前掲書，132頁。
48 Madge の本が出版された 1895年の段階で，Moulton 教区教会は，聖人を祝う鐘，
gleaning 等の農作業関係，New Year’s Eve 等のその他の鐘の 3種類，20近くの
鐘の使用が廃止されている（Madge, op.cit., pp.48, 52-53）。
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日々の鐘の中に連綿と生き残り，朝の鐘には農事暦を反映した季節の鐘が生き

残っているのが認められる。また，日曜日には朝から夕方にかけて朝祷と晩祷

に関わる数種類の鐘が鳴らされており，弔鐘には 5種類もの鐘が認められる。

これらの鐘に加えて，教会の祭日には「一日中陽気に鐘が鳴らされて祝われ

て」いた。Moulton 教区では，19世紀末，多くの鐘が廃れてしまったとはい

え，その 6つの鐘が織りなす音は，依然として，その教区の音響空間をかな

り豊かに彩り，その村の主要な音の風景を紡ぎ出していたと言えるであろう。

──大学院文学研究科研究員──
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